
第10回　まちづくり委員会　事項書

1．会長あいさつ

2．委員会規約及び専門部会規約について

3．前回のふりかえりと今日の進め方について

平成27年10月28日（水）午後7時～

小山田地区市民センター会議室

【時間配分の目安】

〔5分〕

〔5分〕

〔5分〕

4．グループ討議－話し合う内容の検討（前回の続き）

1）各グループで話し合っていくために、知りたいこと、調べたいことについて

話し合います。

2）また、「まち歩き」で見たい場所について話し合います。

5．全体討議－発表・共有

1）各グループで話し合った内容を発表してもらいます。

6．その他（今後の進め方、連絡事項など）

〔40分〕

〔20分〕

〔10分〕

〔5分〕

【今後の予定】　次回の役員会　　　　　平成27年11月16日（月）午前9時30分～

次回のまちづくり委員会　平成27年11月25日（水）午後7時～



小山田地区まちづくり構想策定について

小山田地区まちづくり構想策定委員会

会長　矢田　義秀

平成26年11月18（火）に「小山田地区まちづくり構想策定委員会」（以下まちづ

くり委員会と略す）が約2年間の自治会による準備を経て立ち上がり、月に1回程度

まちづくり委員会を開催し、まちづくり構想策定を進めています。

これは、小山田地区の将来について地域住民が主体となり、地域の資源（自然、歴

史、文化等）整理し、将来のまちづくりの目標や方向性を策定し市に提案を行うもの

です。

提案を受けた市は、構想内容を反映させ、概ね10年間の地域づくりの計画である
「都市計画マスタープラン（地域・地区別構想）」を策定することにより、地域住民

と市が協働によりまちづくりを行います。

引き続き、四日市市都市計画課及びコンサルタントの助言を受け、議論をしながら

まちづくり構想を策定し、住みやすく明るい活力のある小山田地区にしていきたいと

思いますのでよろしくお願いします。

地区まちづくり構想の位置付け

四日市市総合計画

四日市市都市計画マスタープラン＿＿

全体構想　　　　　　′
′

くつ概ね20年後の市の将来像

○土地利用や都市整備などまちづくりの方針
○土地利用の基準

地域・地区別構想

○概ね10年Wの地域づくりの計画

※全体構想の方針に合っている範囲内で、　　　　ヽ
地域の土地利用や整備の計画を盛り込みます　　、、

部門別計画

○緑の基本計画
○道路整摘計画
○住生活基本計画　など

都市計画の提案

都市計画の決定・変更

【都市計画まちづくり条例】　一一一、
l－●－■■一●一一一■■－■■－■一■　ヽ‾l都市計画マスタープランが

土地利用の基準であることを規定し，います：l
暮＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

l‘‾　‾‾　‾　‾　‾　‾　‾　‾　●　‾　‾　‾　‾　‾　‾‾　‾　■

：葺等箪軍等箪蔓軍等準星：． 1

地区まちづくり構想

○地域住民が都市吉十画マスタープランの
地域・地区別構想を提案するものです

、　－　－　－　－　－

三三吾コア

l　‾　‾‘‾　‾■‘‾　‾　一‾　‾　‾　‾　一‾‘‾　‾　‾‘‾　‾　‾　‾‾　■■

l地区から捷案された「地区まちづくり構想」を基礎に　　I l
地域・地区別構想を策定することになっていますl

L－一一一一一一一一一一一一一一一一一　l

・；忘蒜忘；完工；ニ；ニ㌫蒜㌫品…‾1l
住民などが都市計画を提案できますI

l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿　l

l一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　l

l公聴会の開催など、
市民が折計画に榊する機会を設けています：′

l一一一一一一一一一一一一一一一一一一一／

－　　－　　－　　■－　　－　　－　　－　　－　　－　　－　　－　　－　　－

土地利用の規制・誘導　都市の整備　　　市民主体のまちづくり
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小山田地区まちづくり構想　策定の流れ

大まかな流れ

まちづくり委員会の立ち上げ

左の「大まかな流れ」は、標準的な流れを示したもの
です。

まちづくり委員会の中で、その都度、流れについて共
通理解をしながら進めていきましょう。










